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Ⅳ．実践報告・全体討論
「２０１８年同時改定をチャンスにする短時間通所リハの経営戦略」

PM1:30
▼

PM2:50

～改定シミュレーションから、短時間通所リハサービスの構築と効果的な運営管理の実際～

医療法人社団 淳英会　おゆみの診療所通所リハビリテーション　副主任（理学療法士）
東芝林間病院　リハビリテーション科　科長（理学療法士）　松元　裕明 氏

医療法人新都市医療研究会「君津」会　南大和病院　リハビリテーション部　部長　永山　定男 氏
医療法人社団 紺整会　介護老人保健施設フェルマータ船橋　事務長代理・支援相談員　塩原　貴子 氏

医療法人新都市医療研究会「君津」会　南大和病院　リハビリテーション部　部長　 永山　定男 氏
座長　保健・医療・福祉サービス研究会　代表　田中　優至氏

 

住　所

団体名

HMS会員の方は､会員区分にレを付けて下さい。
□ 法人会員   □ 個人会員   □ 購読会員
※参加料は　　　　月　　　日送金します。
※入金照合のために口座名義を下記にご記入ください。 
振込名義　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金7577162
名義：ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

T E L F A X e-mail

参加者氏名 所　　　属 参加者氏名 所　　　属役　　　職 役　　　職

〒

申込日　　平成　　　年　　　月　　　日　 FAX.03-6228-5996

〒104-0061　東京都中央区銀座7-2-22　銀座同和ビル2F
TEL：03-6228-5995   FAX：03-6228-5996   E-mail：info@hifsk.co.jp

※希望の方は□を付けてください。　□ CD受講希望　□ 無料個別相談

１８年同時改定に伴う外来維持期リハ廃止と短時間通所リハ事業化セミナー

要件緩和で算定しやすくなったリハマネ加算（Ⅰ~Ⅳ）！！　介護予防通所リハにリハネジメント導入でも増収！！

～２０１５年介護報酬改定に続き２０１８年介護報酬改定もキーワードは「リハビリテーション改革」！！
　医師の関りの強化、リハ専門職配置の評価、リハマネ加算（Ⅰ・Ⅱ）は、新リハマネ加算（Ⅰ̃Ⅳ）へ移行し、要件緩和（テレビ会議、リハ専門職の代理説明）～

２０19年３月廃止で決着した外来維持期リハの
介護保険サービス移行と短時間通所リハの経営戦略

参加料

会　場

開催日

銀座同和ビル2F（セミナールーム）
東京都中央区銀座7-2-22　TEL03-6228-5995

２０２５年改革シナリオが進める「施設から地域へ、医療から介護へ」は待ったなし！！　ようやく２０１９年３月で廃止が決まり外来維持期リハは終焉を迎える！！
２０１８年介護報酬改定の短時間化の施策に伴い長時間通所リハビリの大幅引き下げが断行！！しかし、引き下げにならなかった短時間通所リハビリの将来性とは！！
２０２５年改革シナリオが進める「施設から地域へ、医療から介護へ」は待ったなし！！　ようやく２０１９年３月で廃止が決まり外来維持期リハは終焉を迎える！！
２０１８年介護報酬改定の短時間化の施策に伴い長時間通所リハビリの大幅引き下げが断行！！しかし、引き下げにならなかった短時間通所リハビリの将来性とは！！

永山　定男 氏 松元　裕明氏
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南大和病院
リハビリテーション部部長

丸　晃典氏

医療法人社団 淳英会
おゆみの診療所
通所リハビリテーション科
副主任　理学療法士　

塩原　貴子氏

医療法人社団 紺整会
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科長 （理学療法士）

※参加料には資
料・コーヒー代を含みます。

25,855円HMS会員（法人・個人会員）

【税込】

（23,940円    1,915円）
本体価格 消費税

27,292円（購読会員） （25,270円    2,022円）
28,728円 一　　  般 （26,600円    2,128円）

参加のお誘い
　注目の２０１８年診療・介護報酬同時改定が施行されます。過去、中医協における診療報酬改定の議論の中で、早くから廃止が叫ばれていた外来維持期リハは、2019年
3月末で廃止が決まりました。そこで、当会では、本格的に対応が急がれる外来維持期リハから、介護保険サービスの短時間通所リハ移行の事業化について、セミナーを開
催いたします。内容は、２０１８年診療・介護報酬同時改定の詳細解説から、廃止に向けた外来維持期リハへの対応と共に、２０１８年介護報酬改定で、医師の関りの強化、リ
ハ専門職の配置の評価、リハ会議への医師参加ＴＶ会議、リハビリ計画説明のリハ専門職代行などの要件緩和で、算定しやすくなったリハマネ加算（Ⅰ̃Ⅳ）の算定や介護予
防（要支援Ⅰ・Ⅱ）へのリハマネジメント導入による増収など、成長発展が期待できる短時間通所リハの効果的な運営の実際について4法人の実践事例を交え、分かり易く解
説指導いただきます。どうぞ、２０１８年同時改定をチャンスに短時間通所リハ移行や、更なる整備拡充を考えられる皆様のご参加をお待ち申し上げます。

18年同時改定に伴う外来維持期リハ廃止と短時間通所リハ事業化セミナー 申込書5月27日（日）　　

平成30年 5月27日㈰
PM1:30～PM5:30

 Ⅰ ． ２０１８年診療報酬改定とリハビリ分野への影響と対応策　　　　　　　　　　　　　　　
 ・ 機能別リハビリ（急性期・地域包括ケア・回復期リハ・療養病床）の重点施策と対応策 ・ 外来における疾患別リハビリの重点施策とその対応
 ・ 廃止まで1年となった外来維持期リハの対応の具体策
Ⅱ . ２０１８年介護報酬改定とリハビリ分野への影響と対応策
 ・ 通所介護・通所リハの改定のポイント ・通所リハの重点施策と対応の具体策
 ・ 医師の関り強化、リハマネ加算の要件緩和と予防通所リハビリへの拡大  　 ・ 短期・認知症集中リハビリ、その他の見直し
 ・ 社会参加支援加算の要件と生活行為向上リハへの対応 　 　　　　　　　・ 短時間通所リハの改定内容と改定シミュレーション
 ・1日2クール型、4クール型、6～8ｈ併用のメリット・デメリット 　　　　　    ・ 成功する短時間通所リハのサービスメニュー
 ・ 短時間通所リハの効率的な要員配置と勤務並びに送迎シフト
Ⅲ. 短時間通所リハの運営管理のポイントとその実際
 ・ 魅力ある短時間通所リハのプログラム、運営システム、効果的な人材育成

丸　    晃典 氏


